
平
成
二
十
二
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

一

〇

四

号

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
執
行
停
止
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

馳

浩
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平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
執
行
停
止
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
二
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
、
学
校
耐
震
化
に
係
る
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
を
執
行
停
止
に

し
て
高
校
授
業
料
無
償
化
の
財
源
を
確
保
し
た
と
い
う
下
村
博
文
議
員
の
発
言
に
対
し
、
川
端
達
夫
文
部
科
学
大
臣
は
、
公
立

学
校
の
新
築
、
耐
震
化
事
業
と
併
せ
て
実
施
す
る
増
築
事
業
等
は
地
方
自
治
体
か
ら
の
申
請
が
見
込
ま
れ
な
い
た
め
で
あ
り
、

執
行
停
止
に
し
た
も
の
で
は
な
い
旨
、
答
弁
し
た
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

文
部
科
学
省
作
成
の
資
料
「
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
で
は
、
川
端
達
夫
文
部
科
学
大
臣
の
説

明
の
公
立
学
校
の
「
耐
震
化
（
新
築
・
増
築
）
」
に
つ
い
て
、
百
二
十
七
億
四
千
百
万
円
が
「
う
ち
執
行
停
止
額
」
「
執
行

停
止
額
計
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
資
料
上
か
ら
は
「
執
行
停
止
」
と
読
め
る
。
川
端
大
臣
の
説
明
と
矛
盾
す
る
が
、

「
文
部
科
学
省
の
」
で
は
な
く
、
「
鳩
山
政
権
の
」
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
に
係
る
「
執
行
停
止
」
の
定
義
及
び
川
端

大
臣
の
発
言
と
の
整
合
性
を
問
う
。

二

公
立
学
校
の
「
耐
震
化
（
補
強
・
改
築
）
」
に
つ
い
て
は
、
一
千
七
百
九
十
五
億
八
千
三
百
万
円
全
額
が
交
付
決
定
さ
れ

て
お
り
、
執
行
停
止
と
さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
当
該
予
算
の
交
付
を
決
定
し
た
の
は
麻
生
政
権
（
平
成
二
十
一
年
九
月
十

一



六
日
ま
で
）
の
時
期
と
考
え
る
が
、
確
認
す
る
。

右
質
問
す
る
。

二


